ニールセン ローゼキョウ アーチリブ ノ ザクツ タイカリョク ト ソノ セッケイ ショウサホウ ニ カンスル ケンキュウ by 阪野, 雅則
氏     名 阪 野 雅 則
学 位 の 種 類        博   士（工  学） 
学 位 記 番 号        第4457号 
学位授与年月日  平成16年3月25日 
学位授与の要件  学位規則第4条第1項該当者 
学 位 論 文 名        ニールセンロー ゼ橋アーチリブの座屈耐荷力とその設計・照査法に関する研究 
論文審査委員        主 査 教 授 北 田 俊 行   副主査 教 授 坂   壽 二 
副主査 教 授 谷 池 義 人   副主査 助教授 山 口 隆 司 
 
論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文では、ニールセンローゼ橋アーチリブの座屈耐荷力に着目して、より合理的で経済的なアーチリブが
設計できる設計法と照査法との確立を目的として、耐荷力解析および耐荷力実験を行い、死荷重、活荷重、お
よび風荷重を受ける場合の一耐荷力設計・照査法の提案を行った。 
 第１章では、本研究の背景と本研究に関連する既往の研究成果とを紹介し、本研究の位置づけと目的とを明
確にした。 
 第２章では、ニールセンローゼ橋アーチリブの座屈耐荷力の照査法の現状と課題とを示した。つぎに、支間
長 254ｍの実橋を、平面および立体の骨組構造物にモデル化し、弾性座屈解析および弾塑性有限変位解析を行
った。その結果、アーチリブの終局強度は座屈でなく、主として材料の降伏により決定されることを確かめた。
アーチリブは現行道路橋示方書で期待される以上の十分な座屈耐荷力を有していることがわかった。また、種々
の橋梁モデルを設定して、弾塑性有限変位理論に基づくパラメトリック解析を行った。その解析結果より、設
計時に用いるアーチリブの有効座屈長は従来よりも短くすることが可能であることを示した。 
 第３章では、前述の実橋を縮小してモデル化した２体の全橋模型により耐荷力実験を行い、アーチリブの終
局状態に至る挙動および座屈耐荷力特性を調べた。この実験結果と弾塑性有限変位解析による解析結果とを比
較することにより、同解析法の妥当性を検証した。さらに、この実験結果と解析結果とから合理的な有効座屈
長の取り方を提案した。 
 第４章では、支間長とライズとの比、主構の断面形状・配置間隔、上横繋材の設置間隔や必要剛度、アーチ
リブの配置形状、有効座屈長の取り方などをパラメータとした実際的な寸法を有する橋梁モデルを種々設定し
た。これらの橋梁モデルに死荷重および活荷重の鉛直荷重が作用した場合を対象にして、道路橋示方書にした
がって概略試設計を行った。まず、これらの橋梁モデルに対する力学的特性、経済性（鋼重）などの基本特性
を把握した。つぎに、それらの橋梁モデルを立体骨組構造物にモデル化し、弾塑性有限変位理論に基づくパラ
メトリック解析を行った。この解析結果から、各橋梁モデルの座屈耐荷力特性を明らかにした。これらの検討
結果をもとに、鉛直荷重を受けるニールセンローゼ橋アーチリブの耐荷力設計・照査法を提案した。 
 第５章では、死・活荷重以外に、風荷重も作用させる組合せ荷重を対象にして、第４章と同様のパラメトリ
ック解析を行い、同組合せ荷重を受けるニールセンローゼ橋アーチリブの耐荷力設計・照査法を提案した。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
 この論文では、アーチ橋の１種であるニールセンローゼ橋のアーチリブの座屈耐荷力に着目して、弾塑性有
限変位解析および耐荷力実験を行って、自重である死荷重、自動車荷重である活荷重、および風荷重を受ける
ニールセンローゼ橋において、より合理的で経済的なアーチリブが設計できる１つの設計・照査法を提案して
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いる。 
 すなわち、まず、新浜寺大橋を骨組構造物にモデル化し、弾性座屈解析および弾塑性有限変位解析を行って、
同橋アーチリブの座屈耐荷力は、弾性座屈でなく、アーチリブを構成する鋼材の降伏に主として支配される弾
塑性座屈により決定されること、および、アーチリブは道路橋示方書で期待されている以上の十分な終局強度
を有していることを明らかにしている。また、同橋モデルを基本にして種々の橋梁モデルを作成して、パラメ
トリックな弾塑性有限変位解析を行い、アーチリブの柱としての理想化した長さとして設計の用いる有効座屈
長は、従来よりも短く、すなわち厳しくし軽量にすることが可能であることを明らかにしている。 
 次に、同橋を縮小してモデル化した２体の全橋模型により耐荷力実験を行い、弾塑性有限変位解析による結
果の妥当性を検証している。また、実験結果および上記の解析結果をもとに、アーチリブの合理的な有効座屈
長の取り方を提案している。 
 さらに、構造寸法や部材配置などを種々変化させて、死荷重および活荷重の鉛直荷重に対して道路橋示方書
にしたがって概略試設計を行った多くの橋梁モデルを作成し、ニールセンローゼ橋の力学的特性、経済性など
の基本特性を明らかにしている。また、それらの橋梁モデルを対象に、パラメトリックな弾塑性有限変位解析
を行い、ニールセンローゼ橋アーチリブの座屈耐荷力特性を明らかにしている。 
 死荷重とともに、風荷重を想定した水平横荷重を受けるニールセンローゼ橋に対しても、同様の検討を行い、
これらの組合せ荷重を受けるニールセンローゼ橋のアーチリブの座屈耐荷力特性も明らかにしている。 
 最後に、これらの結果をもとに、より合理的で経済的なアーチリブを設計するための部材設計法、および座
屈耐荷力の一照査法を提案している。 
 以上のように、本論文は、ニールセンローゼ橋のアーチリブの座屈耐荷力に着目して、より合理的で経済的
なアーチリブが設計できる１つの設計・照査法を確立している。それらの研究成果は、橋梁工学をはじめとし、
構造工学の発展に寄与するところが大きいと考えられる。したがって、本論文の著者は、博士（工学）の学位
を受ける資格を有するものと認める。 
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